

















































2019 年 3 月 2日掲載承認
白族董氏の系譜と祖先伝承
Genealogy of the Dong clan of Bai and Traditions of their Ancestors


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ジア民族文化研究』第 18 号，2019 年）参照。
16）『旧唐書』南蛮伝「南詔蠻，本烏蠻之別種也，姓蒙氏。
蠻謂王爲詔，自言哀牢之後。」
17）明景泰元年（1450 年）撰の石碑「三霊廟記」や，明成
化十七年（1481 年）立碑の「処士楊公同室李氏寿蔵」に
は，李の実から一女子が生まれ，彼女が川で龍が化した
木に触れ感生して段思平が生まれたことが書かれている。
18）唐時，漁人於洱河岸得鵬遺卵，収之，有頃，破卵而出
爲嬰兒，漁人異之，不敢加害。嬰兒能食，即解種種技量。
長而爲僧，居崇模荘，人呼爲崇模師。既長，能呼風致雨，
驅役鬼神，指使如意。又能以符咒化水石爲酒食，千百人
皆醉飽。南詔憚之，師輒化爲鵬，飛集高眞寺，不知所終。
  　張錫禄『大理白族仏教密宗』（雲南民族出版社，1999 年）
によると，明・李元陽撰『雲南通志』にも，これとほぼ
同内容の記述がある。
19）趙櫓『論白族神話与密教』（中国民間文芸出版社，1983年）。
20）当該箇所の原文は次の通りである。原文は『白族社会
歴史調査（修訂本）』（民族出版社，2009 年）による。
永樂十年六月，欽差太監李謙馳驛取賢竝男童壽等。
七月二十三日騎站馬十匹啓程，到九月二十日午時武
英門引見，便賞紅服禪衣十數件・大宴等。
【資料 1】鳳儀董氏「董氏本音図略叙」要約
始祖の仙胎伽羅尤は，唐代の人で，洱海の東岩の草むらの
中で生まれ，仙鸞が覆い育てた。ある漁師が岩の下を通りがかっ
たとき，仙鸞が飛び上がって雲まで届くような鳴き声を上げた。
漁師が岩をよじ登ってみると一人の子どもがいたので，連れ帰っ
て養った。歯が生え変わるころには，人並外れた才能を発揮し
た。彼は生まれたところに戻って経書を手に入れ，その神術は
並ぶ者がいなかった。十五歳のとき，蒙氏がその評判を聞き，
漁師を召し出して，由来を聞いた。草むらに生まれた天の童子
だというので，「童」字の上に草かんむりを加えて「董」字とし，
これを姓とした。蒙主は彼を国師とし，羅尤は蒙氏を補佐した。
羅尤が三十五歳のとき，子の三廓に「お前の背中には星が
ある，お前はきっと王になるだろう」と言った。その後，蒙氏
が孝桓（異牟尋）のとき，唐の将軍李宓が南に軍を進め，洱
海のそばまで迫った（754年）。王が羅尤に，「大軍が侵入して
きたが，どうすればよいだろうか」と言ったので，羅尤は八卦
台に登り，真言をとなえて，唐軍を全て溺れさせた。今の万人
堆はそのときのものである。蒙氏は，「国師の神功には報いよう
がないので，位を譲ることで償いとしたい」と言い，三廓を即
位させた。三廓は子の廓眉を王子職に封じた。羅尤は晩年無
為寺に住み，八十二歳で亡くなった。蒙主は彼を海東の亀山
に葬った。蒙氏の末年，鄭（大長和国）・趙（大天興国）・楊（大
義寧国）の三代に位が譲られたとき，董氏は蒙京に移住した。
宋の太宗光義の二年（977年），段思平は生まれつき不思議
なところがあり，人々が王と呼んでいた。楊干貞はそれを聞き，
兵を差し向けた。思平が逃げて関邑にやってきたとき，（董氏九
世の祖）普明と出会った。大理に戻った思平は，普明を国師とし
た。あるとき大きな桃を得たので，思平が普明と食べようとこれ
を割いたところ，中から「青昔」の二字が出てきた。普明は，「我
が主が即位される日が決まりました，十二月二十一日です」と言
い，はたしてその言葉通りになった。普明はまた（上関と下関の）
上下二関を建設した。神兵を使って橋を架けたので，またたく間
に完成した。普明が亡くなると，思平は自ら蘭若峰の下に葬った。
その子の祥明は，明啓帝（段素廉，位1010 年―1022 年）
と（大理の）五華楼で会い，天王壇を開き，兵を挙げて大い
に勝利した。
祥明には二人の子があり，次男の祥福は二十四歳のときに，
天佑帝に会った。保安元年（1045年）四月八日に，麻和壇主
となり，洱海の水で舎利を洗った。太上皇五年（1079年？）
のときに日照りが続いたので，上元寺で開壇したところ，大雨
が降った。そこで一族の各戸に米六十石を与え，千戸職とした。
祥福は八十三歳で亡くなり，王が自ら葬った。
その子の義明は，十九歳のときに，上治詔門師となった。
正治元年乙亥五月，圓明寺の黒龍が御門に現れたので，義明
はそれを捕らえて白塔江へ送った。義明は四十歳のとき，宣
仁帝（段正厳，位1109年―1147年）に会った。（宣仁帝の）
五年（1113 年）は，宋の寧宗十年（1203 年）にあたる。そ
のとき，天に太陽が二つ出て，七日たっても元に戻らなかった。
宣仁帝が義明に命じて祓わせると，輝きがおさまったので，
神通妙化衛国真人の称号を与えた。
義明の子の明連は三十七歳のときに，聖徳皇帝に会い，恩
聯門師となった。
明連の長男の連義は，功極帝祚大神通の称号を賜り，次男
の連福は，享天帝（段智廉，位1200年―1205年）の鳳暦（1200
年―？）のときに官職を賜った。三年後の辛酉の年（1201年）
に，仏頂寺を建てた。
その孫の温明は，太上皇段智詳に会い，河尾鎮関拠漠王に
封ぜられた。
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その子の明寿は二十五歳のとき，爵禄を賜り，毎年米七十
石を与えられた。天開帝（段智祥，位1205年―1238年）が
明寿に崇聖寺で雨乞いをさせたところ，大雨が十八日間降り
続いて止まなかった。止めるよう請うとすぐに晴れた。
天定三年癸丑の年（1253年），（董氏二十三世の祖）量は
無為寺に入り，法名は智行といった。元の世祖（フビライ）
が金江を渡り北から進軍してきたとき，漏邑であたりが真っ暗
になり，進めなくなった。すると暗闇から突然一人の老人が現
れ，「この先には仏国があります，王が刀を収めれば，進むこ
とができるようになるでしょう」と言った。この老人が量である。
世祖は拝して，国師に封じた。世祖は天下を得ると，量を入
朝させ官職を授けようとしたが，量は辞した。そこで子孫に
土官の職を与えることにした。
明の洪武十五年壬戌の年（1382年），明軍が南方にやって
きて，ことごとく平定した。（董氏二十四世の祖）賢は，たい
そう不思議な力を持ち，密教を修め，その神通力は始祖と同
じだった。永楽十年壬辰（1412年）九月二十日，欽差太監李
謙が皇帝の命で賢を招いた。賢は蒼山の黒龍に乗り，三日で
京に着いた。二十五日に武英門で朝見し，二十九日に奉天殿
で宴を催した。二カ月余り滞在するうちに，皇帝は彼を深く
尊敬するようになった。皇帝は彼を大我士国師とし，爵禄を
賜ろうとしたが，賢は受けずに国に戻った。賢には十一人の
子がいたが，賢より先に亡くなった者が六人，残りの五人が，
湯天五支族それぞれの祖である。（後略）
【資料 2】鶴慶董氏「董氏宗譜記」要約
始祖の董伽羅尤は，唐代の人で，洱海の東岩の芝草の中で
生まれ，仙鸞が覆い育てた。雲南王の蒙氏がそこで狩りをし
ているとき，仙鸞が飛び上がって雲まで届くような鳴き声を上
げた。王自らそこへ行くと，子どもがいたので，宮中に連れ帰
り育てた。歯が生え変わるころには，人並外れた才能を発揮
した。王は，「天が神童を遣わしたのは，我が国を助けるため
に違いない」と言った。そこで董を姓とし，字を伽羅尤とした
のは，生まれに由来している。その後生まれた場所に行き，
経書や法宝を得ると，一目で理解した。十五歳になると，そ
の神術は並ぶ者がなかった。蒙王は彼を封じて国師とし，娘
を嫁がせて，駙馬とした。唐元宗（玄宗）の天宝十三年甲午（754
年），蒙主神武王（閣羅鳳，位748年―779年）のときに，唐
は都督の李宓に命じて南に軍を進め，洱海のそばまで迫った。
神武が尤に，「大軍が迫っているが，どうすればよいだろうか」
と言うと，尤は八卦台に登り，神法を使い，唐軍を全て溺れ
させた。今の万人塚はそのときのものである。尤は晩年無為
寺に住み，八十二歳で亡くなった。蒙主は彼を海東の亀山に
葬り，陰陽燮理仙術神功天童国師仙胎董伽羅尤に封じた。
亜国夫人蒙氏は，董三廓を生んだ。尤が三十五歳のとき，「お
前の背中には星がある，いずれきっと王になるだろう」と言っ
た。神武王の孫孝桓王（異牟尋，位779年―808年）は即位
すると，「かつて唐軍を破ったのは，国師父子の神功である，
その功は生涯かけても報いがたいので，位を譲ることで償い
としたい」と言った。孟冬二十七日に，三廓を三日間即位させ，
開慧光王に封じた。
廓の子の董廓眉は，王子職に封ぜられた。眉の子の董眉聚
は，無量神功国師に封ぜられた。聚には五人の子があり，長
男の董丈疋は世襲滇池指揮に封ぜられた。
疋の子の董成は，蒙氏十一代目の景荘皇帝（世隆，位859
年―877年）の清平官となった。唐懿宗の咸通元年庚辰（860
年），成が唐に遣わされることになった。そのころ李福が成都
節度使となっていたが，成が対等の礼をしたため，成を捕ら
えた。皇帝はこのことを聞くと，成を釈放させ，京師まで送ら
せた。帰国の際には，珍貴なものを多く賜った。
（成の）子の随は，（密教の）秘術を習い，国師に封ぜられた。
子の普明は，伽羅と号した。そのころ段思平が，生まれつ
き不思議なところがあるため，人々に王と呼ばれていた。後
晋の高祖天福元年丙申（936年），南詔では粛恭皇帝楊干貞
が位にあったが，そのことを聞くと，兵を差し向けた。思平が
逃げて関邑に来たとき，普明と出会った。桃を食べようとした
ところ，中にいた虫の噛み跡が「青昔」の二字になっていた。
普明は，「青字は十二月，昔字は二十一日のことです，きっと
その日に王となるでしょう」と言った。はたしてその日に王と
なった。思平が即位したときは，後晋の高祖天福二年丁酉（937
年）だった。三年に，平は普明を国師とした。明はまた上下
二関を建てたが，神兵に橋を架けさせたので，またたく間に
完成した。晩年は感通寺に隠居し，弥勒仏堂を造り，九十八
歳で仙化した。明政皇帝段素順（位 969年―986年）は，自
ら彼を蘭若峰の下に葬り，功徳嵩岳済世護国国師に封じた。
（普明の）子の明祥は，波能山で修行し，十五歳で光聚咒
を十万五千回となえ，国師に封ぜられた。宋太宗の雍煕二年
乙酉（985年），南詔の昭明皇帝段素英（位987年―1009年）
のとき，出兵しようとして，五華楼に天王道場を立て，明祥を
護軍壇主としたところ，大いに勝った。八十二歳で仙化し，
梵業崇広大国師に封ぜられた。
（明祥の）子の祥義が二十四歳のとき，宋仁宗の慶暦元年
辛巳（1041年），南詔の天明皇帝段素興が即位した年の孟冬，
雷鳴が止まないので，祥義にこれを祓わせたところ，壇を啓
いて灌頂すること三日で，雷鳴が止んだ。そこで金銀宝貝な
どを賜った。七十七歳のとき，それは宋哲宗の紹聖元年甲戌
（1094 年），南詔の聖徳表正皇帝高昇泰ときに当たるが，日照
りが続いたので，祥義を大壇主としたところ，二日目で雨が三
昼夜降り続いた。帝は大いに喜び，二月の仏会に値するとして，
宴を賜った。八十三歳で仙化した。（帝は）自ら葬儀を行い，
道済無方崇広国師に封じた。
（祥義の）子の義明は，十九歳のとき，高昇泰が守護僧とし
た。ある夜半に，圓明寺の黒龍が大蛇に化けて，皇帝の枕元
に現れた。帝は驚いて義明に祓わせたところ，指で弾いて大
蛇を白塔江に追いやった。宋徽宗の政和六年（1116年），南
詔の宣仁皇帝段和誉（段正厳）九年，そのとき義明はすでに
四十歳になっていたが，その年の六月，太陽が二つ現れ，七
日間照り続けた。義明に祓わせたところ，たちまち一つとなっ
たので，金銀宝貝などを賜った。七十九歳で仙化した。（帝は）
自ら葬儀を行い，神通妙化衛国真人に封じた。
（義明の）子の明連は，十五歳で山に入って修行し，光聚咒
を十万七千回となえた。南宋高宗の紹興十七年（1147 年），
南詔の正康皇帝段正興が即位し，明連を国師として，天長寺
を与えた。九十六歳で仙化し，育国国師に封ぜられた。
（明連には）二人の子があり，長男を連義，次男を連福といった。
南宋孝宗の乾道八年（1172年），南詔の極功皇帝段智興が即
位すると，連義は選ばれて国師となった。董連福は前職を継いだ。
福の子の福温は，東宮侍御に封ぜられた。
その子の温明は，十五歳で摩耶山に入った。南宋寧宗の慶
元六年庚申（1200年），南詔の享天皇帝段智廉が即位すると，
温明は選ばれて大国師となった。七十歳で座化した。
その子の董明寿は，二十五歳のとき，南宋寧宗の開禧元年
（1205年），南詔の神宗皇帝段智祥が即位し，国師となった。
丙寅の年（1206年）に，赤雪が降り，それが七日間続いたので，
明寿に龍神咒を行わせたところ，雪はただちに止んだ。甲戌
（1214 年）に，雨が十八日間降り続いたので，寿に祈らせた
ところ，晴れた。九十九歳で仙化し，灌頂国師に封ぜられた。
（明寿には）二人の子があり，長男の董寿智は前職を継いだ。
次男の董寿正もまた前職を継いだ。
寿正の子の董正福は，相国国師に封ぜられた。
（正福には）二人の子があり，長男を董忠義といった。南宋
理宗の宝祐元年癸丑（1253年），南詔の摩訶羅嵯王段智興（段
興智）の天定三年，蒙古憲宗（モンケ）の三年のときに，日
照りとなったので，忠義を咒師として雨乞いさせたところ，苗
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が生長した。六十三歳で真寂した。正福の次男董孝義は清平
官に封ぜられた。
忠義の子の董連長は，清平官に封ぜられた。
連長には四人の子があり，長男の法舟は出家した。元世祖（フ
ビライ）の至元三年（1266年），南宋度宗の咸淳二年丙寅に，
法舟は妙香城西山に草庵を作り，無為寺を修理した。連長の
三男董空源，四男董妙談の二人は，左右に方丈を建てた。南
宋帝昺の祥興二年（1279年）春二月，元軍が大理の無為寺
に攻めてきたとき，法舟は座禅を組み，頭上から五色の光を
放っていた。そこで法舟を京師に連れていき，王に拝謁させた。
王はこの僧に徳行があるのを見て，大理土官知府を賜ったが，
法舟は受けず，瀘州に戻り，七十三歳で仙化した。
二十二世祖と二十三世祖については，宗譜が失われ，抄本
にも二篇が欠落しているため，名前や事蹟がわからない。
二十四世祖の董信は，大元順帝（位1333年―1368年）の
ときに生まれた。大明洪武十五年壬戌（1382年）に明軍が大
理に入った。その年の七月，普顔篤，高森らが叛いた。信は
人民を集め，官軍に協力して，昼夜攻撃した。十六年癸亥（1383
年），董信はその功績によって，鶴慶府世襲土官知事となった。
信には三人の子があり，永楽五年（1407年）に病没した。董
信は大理から鶴城東門外の太平村へ移住した。そのため信を
一世祖とする碑誌がある。唐代の董伽羅尤からかぞえると，
信は二十四世祖である。
（中略）
董氏は唐代から（述者の）成まで，およそ四十世。董信公
の前二代が漏れているのは，原譜が失われ，わからなくなっ
てしまったからである。戊寅（1878年）の冬に，趙州湯顛村
の宗祠石碑，喜州の董正官（が1842年に編纂した）系譜と
比べたが，誤りはなかった。
